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お前誰よ？

• 事務系サラリーマン（1988～）

• プログラミングは趣味＆独学

BASIC（1977～）VBA（1995～）R（2014～） ※C,TurboPascalもちょっと

• Python（2014～）

みんなのPython勉強会(2015～） 何度か登壇、LT

PyConJP2016、2018、2021登壇

Python Boot Camp TA × 5回

Python関連書籍の出版前レビュー× 20冊＋
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トーク内容
話すこと

• Python3.6→Python3.11での苦労話

• 3rdパーティパッケージのVer Upに伴う諸問題

話さないこと

• 技術的負債をため込まない上手なやり方



背景
• 現状問題なく動いているシステムをいじりますか？

• PythonやパッケージがVer Upしただけで修正

しますか？

• 非エンジニア組織で、他人が書いた現状問題なく

動いている業務アプリをいじる勇気ありますか？
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たまっていくツケ
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Pythonは毎年新しいバージョンがリリースされていく

サードパーティパッケージも日々バージョンが上がっていく

たまに機能追加しようとするとネットで調べたコードがPython3.6では動かない



たまっていくツケ
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Pythonは毎年新しいバージョンがリリースされていく

サードパーティパッケージも日々バージョンが上がっていく

たまに機能追加しようとするとネットで調べたコードがPython3.6では動かない

仕事はアプリのメンテではなくアプリを使うこと

気にはなるけど、新しい機能を使わなければ困らない



何もしない人には過失はない。しかし何もしないことほど
大きな過失が人生にあろうとは思えない。

下村湖人（教育家・小説家、1873ー1930）

“

”
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業務系機械学習Webアプリ「Ｘ」（仮名）
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• 5年前に開発され、4年前に引き継ぎ

• 「ドキュメントなし」「テストコードなし」「書いた本人たちは退職・異動」の3重苦

• ドキュメントを作った話はPyConJP2021のアーカイブをご覧ください

• その後テストも書いたし後輩にソースコードレベルでレクチャもしてきた



X（仮名）の仕組み
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発生した5つの問題

5
年
分
の
ツ
ケ
を
一
気
に
払
っ
た
話

1
0

ホントはもっといろいろあったけど今日は割愛



問題1 :ファイルアップロードで落ちる

現象：学習用データをアップロードしようとすると落ちる

発生個所：pandas.DataFrame.to_dict(orient="record")
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問題1 :ファイルアップロードで落ちる

現象：学習用データをアップロードしようとすると落ちる

発生個所：pandas.DataFrame.to_dict(orient="record")

ポイント：正しくは「"records"」 。単なるtypoだけどなぜ今まで動いていた？

ソースコードを読む

対応：typoを修正 5
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【pandas1.4】 pandas.core.frame.py

elif orient.startswith("r"):
orient = "records"

【 pandas2.2 】
pandas.core.methods.to_dict.py

orient = orient.lower() 



問題2 :機械学習で落ちる

現象：ロジスティック回帰でLASSOを使うと落ちる（他いろいろ）

発生個所：sklearn.linear_model.LogisticRegression(penalty="l1")
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問題2 :機械学習で落ちる

現象：ロジスティック回帰でLASSOを使うと落ちる（他いろいろ）

発生個所：sklearn.linear_model.LogisticRegression(penalty="l1")

ポイント：LogisticRegressionのsolverパラメータのデフォルト値が"liblinear"から

0.22以降はL1ペナルティに対応していない"lbfgs"に変わった

公式ドキュメントを読む

対応：solver='liblinear'を明示的に追加 5
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問題3 :結果を格納するときに落ちる

現象：機械学習後にMongoDBに結果が保存されず落ちる

発生個所：pymongo.collection.save() 
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問題3 :結果を格納するときに落ちる

現象：機械学習後にMongoDBに結果が保存されず落ちる

発生個所：pymongo.collection.save() 

ポイント：MongoDB4.2以降はdb.collection.save()というAPIがなくなった

公式ドキュメントの変遷を現行のVer7からさかのぼる

MongoDB4.1まで：save()だけで新規か更新かはいい感じに判断

MongoDB4.2以降：新規なのか更新なのか明示的に指定が必要

対応：やりたい内容に応じてinsert_one()とreplace_one()を使い分け
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問題4 :Boru taオプションで落ちる

現象：特徴量選択手法でBorutaをオプション指定すると落ちる

発生個所：boruta.BorutaPy() 
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問題4 :Boru taオプションで落ちる

現象：特徴量選択手法でBorutaをオプション指定すると落ちる

発生個所：boruta.BorutaPy() 

..../site_packages/boruta/boruta_py.py
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問題4 :Boru taオプションで落ちる

現象：特徴量選択手法でBorutaをオプション指定すると落ちる

発生個所：boruta.BorutaPy() 

ポイント：borutaがNumPy1.20で廃止されたnp.int等を使っている

PyPI上は2019年のVer0.3のまま。作者のGitHubではパッチが当たっている

※2024/8/14にPyPI上のborutaが0.4.3になり今は解消＆scikit-learn1.5.1に包含

対応：boruta_py.pyにパッチ当て（np.を取る）
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問題5 :作成済みモデルを呼び出すと落ちる

現象：旧バージョンで作成したモデルを呼び出すと落ちる

発生個所：pandas.read_pickle()
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問題5 :作成済みモデルを呼び出すと落ちる

現象：旧バージョンで作成したモデルを呼び出すと落ちる

発生個所：pandas.read_pickle()

ポイント：モデルはscikit-learnのオブジェクト。scikit-learnのバージョン違いにより

オブジェクトの内部構造（メソッドやプロパティ）が変わり

古いバージョンのオブジェクトのpickleを新バージョンで読み込むことができない

対応：プログラム的には打つ手なし。どうする？
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３つの対応案
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新

旧

工数大工数小

問題を先送りし
ツケをため込み続ける



３つの対応案
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新
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工数大工数小

問題を先送りし
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５年分の作成済みモデ
ルを新バージョンですべて
作り直して再保存



３つの対応案
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新

旧

工数大工数小

旧バージョンで作成した
モデルを読み込めないこ
とを許容

問題を先送りし
ツケをため込み続ける

５年分の作成済みモデ
ルを新バージョンですべて
作り直して再保存



対応方針決定
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新

旧

工数大工数小

旧バージョンで作成した
モデルを読み込めないこ
とを許容

万一に備えたX Classic

X Classic



めでたし、めでたし

⚫ いろいろあったけど、X（仮名）は新しい環境でリリース完了

⚫ 5年分のツケを一気に清算して（一部踏み倒したけど）めでたし、めでたし
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めでたし、めでたし？

⚫ いろいろあったけど、X（仮名）は新しい環境でリリース完了

⚫ 5年分のツケを一気に清算して（一部踏み倒したけど）めでたし、めでたし

⚫ 2024年5月、scikit-learn1.5（boruta0.4.3含む）リリース

⚫ 2024年6月、NumPyが18年ぶりのメジャーアップデートで2.0に

⚫ MicrosoftからTeamsのincoming webhook機能廃止の告知
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まとめ
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一番の教訓は「ツケはため込まないのが一番」

ドキュメント、テストの整備は前提

常に最新化といかないまでも大きなバージョンアップの際

には新しいバージョンでの動作確認はしておきたい

（NumPy2.0とか）

レガシーコード化させないためのテストコードの書き方は

午後にいいトークがあります



Enjoy！Enjoy！


	既定のセクション
	Slide 1: 5年分のツケを一気に払った話
	Slide 2: お前誰よ？
	Slide 3: トーク内容
	Slide 4: 背景
	Slide 5: たまっていくツケ
	Slide 6: たまっていくツケ
	Slide 7: 何もしない人には過失はない。しかし何もしないことほど大きな過失が人生にあろうとは思えない。
	Slide 8: 業務系機械学習Webアプリ「Ｘ」（仮名）
	Slide 9: X（仮名）の仕組み
	Slide 10: 発生した5つの問題
	Slide 11: 問題1:ファイルアップロードで落ちる
	Slide 12: 問題1:ファイルアップロードで落ちる
	Slide 13: 問題1:ファイルアップロードで落ちる
	Slide 14: 問題2:機械学習で落ちる
	Slide 15: 問題2:機械学習で落ちる
	Slide 16: 問題2:機械学習で落ちる
	Slide 17: 問題2:機械学習で落ちる
	Slide 18: 問題2:機械学習で落ちる
	Slide 19: 問題2:機械学習で落ちる
	Slide 20: 問題3:結果を格納するときに落ちる
	Slide 21: 問題3:結果を格納するときに落ちる
	Slide 22: 問題3:結果を格納するときに落ちる
	Slide 23: 問題3:結果を格納するときに落ちる
	Slide 24: 問題3:結果を格納するときに落ちる
	Slide 25: 問題3:結果を格納するときに落ちる
	Slide 26: 問題4:Borutaオプションで落ちる
	Slide 27: 問題4:Borutaオプションで落ちる
	Slide 28: 問題4:Borutaオプションで落ちる
	Slide 29: 問題4:Borutaオプションで落ちる
	Slide 30: 問題5:作成済みモデルを呼び出すと落ちる
	Slide 31: 問題5:作成済みモデルを呼び出すと落ちる
	Slide 32: ３つの対応案
	Slide 33: ３つの対応案
	Slide 34: ３つの対応案
	Slide 35: 対応方針決定
	Slide 36: めでたし、めでたし
	Slide 37: めでたし、めでたし？
	Slide 38: まとめ
	Slide 39: Enjoy！


